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講話内容 

１ はじめに 

２ 青少年赤十字について 

３ 学校教育と青少年赤十字 

４ 学校現場に青少年赤十字活動をどう生かすか 

  



１．はじめに 



平成２６年度青少年赤十字研究会 

期 日 ： 平成２６年１月１５日（水）～１７日（金） 

会 場 ： 湘南国際村センター 

       神奈川県三浦郡葉山町上山口1560-39 

主 催 ： 日本赤十字社 

後 援 ： 文部科学省 

参加者 ： 各都道府県教育行政機関の指導主事 



研究会の目的 

赤十字が青少年赤十字を推進する意図やその意義が

的確に理解されること 

現在の学校教育の中における青少年赤十字の現状と

成果について、各校種における実践例の紹介等を通し

て詳細に理解されること 

研究会の内容 

赤十字と青少年赤十字について（その考え方と現状） 

青少年赤十字を取り入れた学校教育活動の実践について 

青少年赤十字の講習会で行われている方法等について 

その他 



２ 青少年赤十字 



赤十字はボランティア活動から始まった 

１８５９年６月 
ソルフェリーノの戦い 
（イタリア統一戦争） 



創設者はスイス人「アンリージュナン」 

• １８５９年、イタリア統一戦争の激戦地
ソルフェリーノを通りかかり、放置され
ていた負傷者を見て、敵味方の区別
なく救護活動を行った。 

• 負傷して武器を持たない兵士は、もは
や軍人ではない。戦列を離れた一人
の人間として、その貴重な生命を守ら
なければならない。 

• 人類はみな兄弟 

• 第１回ノーベル平和賞受賞 
 

スイスの実業家 



１８７７年（明治１０年） 

•西南戦争 

敵味方の区別なく救う救護団体
が日本に誕生 

（博愛社） 

•明治２０年日本赤十字社と改称 



日本赤十字社について 

世界１８９カ国にある赤十字社の一つとして日本赤十字

社法という法律に基づいて設立された法人 

明治１０年に設立された博愛社を前身とし、日本政府が

ジュネーブ条約に加入したことに伴い、明治２０年に日本

赤十字社と改称 

東京に本社を置き、全国４７都道府県にある支部、施設

などを拠点に活動 

日本での青少年赤十字の始まりは、大正１１年、滋賀県

の守山小学校 



社会福祉 

赤十字の活動 

国際活動 

看護師等の
教育 

ボランティア 

救急法等の
講習 

青少年赤十字 

血液事業 

赤十字病院 災害救護 



青少年赤十字とは 

青少年赤十字の目的は、 

児童・生徒が赤十字の精神に基づき、 

世界の平和と人類の福祉に貢献できるよう、 

日常生活の中での実践活動を通じて、 

いのちと健康を大切に、 

地域社会、国家・世界のために奉仕し、 

世界の人々と友好親善の精神を育成すること。 



青少年赤十字の役割 

生命と健康を守る 

人間の苦痛を予防し、軽減する 

人間の尊厳を確保する 

「やさしさ」や「思いやり」 

「やさしさ」や「思いやり」の心を引き出し、育てる 



３つの実践目標 

健康・安全 

奉仕 

国際理解 
親善 

生命と健康を大切にする。 

人間として社会のため、人のために
尽くす責任を自覚し、実行する。 

広く世界の青少年を知り、仲良く助
け合う精神を養う。 



態度目標 

考え 

実行
する 

気づき 



３ 学校教育と青少年赤十字 



学校教育と青少年赤十字 

 

○「生きる力」を育む 

 

○命と健康を守る 

 

○人々の苦痛を予防し、 

 軽減する 

 

○人間の尊厳を確保す 

 る 

青少年赤十字 学校教育 



 

○３つの実践目標に基づいた活動 

 （健康・安全、奉仕、国際理解・親善） 

○態度目標（気づき、考え、実行する） 

○自主的で自立した子どもの育成 

 ・先見 

 ・ボランタリー・サービス（ＶＳ） 

 ・指示のない生活 

 ・待ちの姿勢 

 ・赤十字の基本原則 

 ・「人道の４つの敵」の克服（利己心、 

  無関心、認識不足、想像力の欠如）  

 

学校教育と青少年赤十字 

 

○基礎・基本を確実に身に付け、自ら 

 課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、 

 主体的に判断し、行動し、行動し、よ 

 りよく問題を解決する資質や行動力 

 

○自らを律しつつ、他人とともに協調 

 し、他人を思いやる心や感動する心 

 

○たくましく生きるための健康や体力 

青少年赤十字 学校教育 



青少年赤十字の特徴的な手法 

◆ 先見（先を見通して行動できる態度） 
◆ ボランタリー・サービス（ＶＳ）による問題解決 
   → ニーズに気付くこと 
◆ 指示のない生活（掲示板の活用） 
◆ 待ちの姿勢 
◆ 赤十字基本原則の活用 
◆  「人道の４つの敵」の克服 
   （利己心、無関心、認識不足、想像力の欠如） 

自主的で自律した子どもの育成 



４ 研修プログラム 



青少年赤十字リーダーシップ・トレーニング・センター 

３つの態度目標に基づいて、青少年赤十字指導者と赤十字の

実践体験から生み出された教育手法が、メンバーのリーダー

シップを養います。 

 先見 
 掲示板 
 ボランタリー・サービス（Ｖ・Ｓ） 
 ホームルーム 

【特徴的な生活運営】 



リーダーシップ・トレーニング・センターの目的 
主体的に行動できる、自立した個人の育成 

→ 指導者の“待ちの姿勢”が重要！ 

考え 

実行
する 

気づき 

ホームルーム 

掲示板 

先見 

ボランタリー 
サービス 



先見 

先を見通して行動できる態度を育む 

「気づき」を促し、 

目的意識を明確化する。 



掲示板 

指示のない生活 

自発的で注意深い生活を実践す

るとともに、メンバー自らが「考

え」、「発信」する機会を確保する。 



ボランタリー・サービス 

（Ｖｏｌｕｎｔａｒｙ Ｓｅｒｖｉｃｅ，Ｖ・Ｓ） 

「ニーズ」を発見し、その本質を見極め、解決

する。 

 オリジナルクラス文集実行委員 

 教育実習生を体育大会、文化祭に招待しよう実行委員
会 

 クラスのお別れ会企画実行委員会 

 転校するクラスメイトへのサプライズ企画委員会 



ホームルーム（ＨＲ） 

トレーニング・センターにおける生活の基本単位。そ

の日の疑問、反省についてＨＲメンバーで話し合い、

ともに考える。 



健康・安全 

 ＡＥＤ操法、救急法の講習 

 着衣泳教室 

 炊き出し等防災訓練 

 災害救護活動の講話 



奉 仕 

 地域清掃 

 募金活動 

 福祉体験（施設訪問） 



国際理解・親善 

 地雷の模型や水がめを使用した学習 

 国際人道法などの国際理解学習 

 海外メンバーとのトピックアルバムの交換 



青少年赤十字防災教育プログラム 

「まもるいのち ひろめるぼうさい」 



応急救護には 

救える命の限界がある。 

防災教育によって 

未来の被災者を救う 



日本赤十字社ホームページ 
ホーム＞活動内容・実績を知る＞青少年赤十字＞資料で見る青
少年赤十字 

掲載データ（２５種類）は
ダウンロードできます。 

アクセスしてみてください 



５ 学校現場に青少年赤十字活動をどう 

  生かすか 















ご清聴ありがとうございました。 


